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創刊の辞

福田 千鶴

ここに「鷹・鷹場・環境研究会Jの機関誌として、『鷹・鷹場・環境研究』創刊号を刊行

する。

f鷹・鷹場・環境研究会」 の母体は、2015年9月9日に発足した。 これは、 文部科学省

科学研究費基盤研究（A）を申請するための研究組織として結成したものである。 全国の近

世史の研究者を中心に、 古代史、 中世史、 美術史、 社会環境学、 狩猟学のメンバーを交え

て、 同年秋に「日本列島における鷹・鷹場と環境に関する総合的研究」（研究代表：福田千

鶴）という研究課題で申請をおこなった。 これは幸運にも1回目の申請で採択され、2016

年度から2020年度までの5年間の研究助成が受けられることになった。

そこで2016年7月30日に第1田研究会を九州大学で開催し、 その場で研究会の正式名

称を「 鷹・鷹場・環境研究会」とすることを決定した。 その意図は、 鷹・鷹場・環境の3

つを本研究会の三本柱とすることを自覚的に位置づけるところにある。

本研究会の目的は、 生物多様性を守り、 持続可能な社会を維持するための確かな「知」

を歴史学の立場から発信していくことにある。 そこで、 江戸時代の諸藩に設定されていた

鷹場に着目し、 鷹場環境を構成する値々の条件 （環境因子）を政治・制度・生活・文化・

空間などの視点から総合的に検討し、日本列島において鷹を頂点とする生態系を維持する

ための環境条件が、 いかなる相互作用のもとに保全されていたのかという問題を解明する。

また、日本列島は東と西では大きく植生を異にするため、 その違いによる文化の多様性や

地域差をふまえた協業のもとに、 日本列島における人と自然との関係を間い直していく。

ここでいう鷹とは鷹のみをさすものではなく、 すべての生き物を象徴した概念として用

いる。 また、 鷹場は、 猟場、 留山など、 生き物を保護するために設定された禁猟（漁）区

や立ち入り禁止区域を含みこんだ概念として用いる。 鷹を頂点とする生態系のなかから、

どのような生き物が保護や増殖の対象となり、 自然保護地域としての鷹場が設定され、 そ

の結果、 増殖しすぎた生き物たちの管理がなされていたのか、 という問題を明らかにする

ことで、 人が環境に与えた影響、 また逆にその環境変化から生じた人の生活や文化活動、

政治権力による政策や制度など、 相互作用の歴史的過程を解明していく。

日本列島の視点に立って鷹と鷹場と環境の問題を総合的に研究しようとする学問的試み

は、 今ここに始まったばかりである。 この新しい学問的潮流の成果を問う本誌が、 多くの

人々の共感を呼び、 共有されることで、 さらに大きな流れとなって、 アジアのみならず世

界的規模での学間交流にも研究成果を発信できる場に発展することを期待したい。
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Editor's Foreword 

FUKUDA, Chizuru 

The Journal of Hawks, Hawking Grounds, and Environment Studies Vol.1 was 

ublished as a bulletin of the Society for Hawks, Hawking Grounds, and Environment 

tudies in March 2017. 

This Society was founded in September 9, 2015 in order to apply for the Grant-in-Aid for 

cientific Research (A) at the Ministry of Education, Culture, Sports, Science and 

echnology (MEXT) under the theme "The Research on Hawks, Hawking Grounds, and the 

nvironment of Japanese Islands" (Research representative: Prof. Dr. FUKUDA, Chizuru) 

autumn 2015. Our members consist of researchers in Japanese ancient history, 

Ledieval history, pre-modern history, art history, social environment science, and hunting 

:ience. Our 1st application was successfully selected by good fortune, and received financial 

1pport for 5 years from fiscal year 2016 to fiscal year 2020. 

We had the first meeting at Kyushu University on July 30, 2016 and decided this 

lciety's official name to be "Hawks, Hawking Grounds, and Environment Studies". The 

urpose of this specification is to make these three concepts consciously placed as the basis 

: our research. 

Our workshop aims to produce academically reliable knowledge to maintain 

Lodiversity and sustainable societies from the view point of historical science. We focus on 

awking grounds that were established across various hans during the Edo period 

ation-wide (from the 17th century to the middle of the 19th). We consider each factor of 

awking grounds and their environment basis comprehensively, from politics, social 

tfrastructure, human life, culture and areas. Furthermore, we will elucidate the scheme of 

tteraction for conservation, wherein the environmental condition maintained the 

�osystem with hawks at the apex. The local vegetation is different from East to West in the 

3.panese archipelago. So, we therefore need to reconsider the relationship between man and 

ature under cooperation based on cultural and regional diversity. 

The Studies for Hawks, Hawking Grounds, and the Environment on Japanese Islands 

as started just now. We hope that the journals of our research achievements will bring 

bout further advancement as the new scientific current which shares concerns and 

nowledge among many people, and expect to become a bigger flow as a forum of academic 

rchanges not only within Asia, but worldwide. 
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